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　１学年6～７学級からなる大規模校の広島市立古田中学
校では、「気づく・考える・やり抜く・思いやる」をキーワー
ドに、人と人との関係づくりを大切に教育活動を展開して
いる。宮

みや

正
しょう

千鶴雄校長は、そのねらいを次のように語る。
　「本校では４つの小学校から新入生を迎えます。多様な経
験や価値観を持つ生徒たちが、協力し合い、切磋琢磨しな
がら目標を達成し、３年間で大きく成長することを目指し
ています。そうした経験を通じて、生徒の自己肯定感が高
まることを期待しています」
　授業では、個別学習とグループ学習を織り交ぜながら自
分の考えを深めていく「古田モデル」を全教科で実践。生
徒同士のかかわり合いの中で気づく学びを重視し、教員は
それを導くファシリテーター役に徹する。
　学校行事もその多くを３学年縦割りの色群で行い、学年

を超えた関係を深める。例えば、文化祭でのクラス合唱に
向け、３学年縦割りの色群で交流する。上級生の美しい歌
声は、下級生の目標になり、自身が上級生になった時、進
んで下級生の教室に行き、アドバイスをするようになる。
　また、平和をテーマに３年間かけて系統的に学習を深め
る「総合的な学習の時間」では、３年次に「世界の平和」を
テーマに探究学習を実施。調べ学習とともに、広島平和記
念公園を訪れた外国人に平和についての聞き取り調査など
を行い、グローバルな視点で考えを深めていく。
　「１年生から戦争や平和と向き合うことで、３年生の探究
学習の発表では、平和を築く一員として自分たちにできる
ことを、自分の言葉でしっかり述べています」（宮正校長）
　仲間、教員、地域、そして世界の人たちとのかかわりが、
生徒に豊かな心を育み、将来への飛躍へとつながっていく。

　情報技術の革新が進む中、今後の
社会はますます急速に変化していく
ことでしょう。予見が困難となる未
来の社会で活躍する人材には、「自分
の手で社会を変え、よりよい未来を
創造していくのだ」という意識が一
層求められます。そして、そうした
人材には、①「多様な他者と協働し、
新たな『知』を創造する力」、②「適
切な価値を選択して、思考し、判断
し、行為し続ける力」、③「内省を深め、
自分のよさや可能性に目を向ける力」
という３つの力が不可欠だと、私は
考えています。
　それら３つの力を育んでいくため
には、新学習指導要領で重視される
「主体的・対話的で深い学び」が有効
で、特に重要なのは「深い学び」です。
子どもは、「深い学び」を進める中で、
身につけた個々の知識・技能を関連
づけて構造化し、いつでもどこでも
知識を自由に使える（私はこれを「知
識が駆動する」と呼びます）ように、
高めていけると理解しています。こ
のような知識の構造化を進め、深い

学びを実現するには、先生方が子ど
もに知識・技能をインプットするだ
けではなく、子ども自身が習得した
知識・技能をアウトプットしていく
ことが必要です。そのために最も有
効なのが、振り返りです。学習内容
の確認や過去の学習内容との関連づ
け、自己の変容の自覚など、深い学
びや主体的な学びにつなげることが
できます。そうした機会を日々の授
業に設け、「主体的・対話的で深い学
び」を継続していくことで、子ども
は先の３つの力を総合的に身につけ
ていけるようになると考えます。
　子どもの学びの深さを先生方が把

握するには、学びが子どもの内面で
深まり、少しずつ表面の変化に現れ
る状態を丁寧に見取る必要がありま
す。そのためには、「子どもの学びが
深まった状態」を具体的に思い描け
るようになることが大切になります。
そこで、教育委員会には、アウトプッ
トに力を入れる学校の取り組みの具
体例を数多く紹介し、学びを深める
子どもの姿を示していただきたいと
思います。そうして先生方が「目指
す子どもの姿」を共有することで、
教員主導の授業から、子どもを主体
とする授業への転換も促されるので
はないでしょうか。
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かかわりの中で育む心
今号の表紙　広島県　広島市立古田中学校

◎1985 年開校。学校教育目標は「明るくたくましく　自ら考え実
行し　思いやりのある生徒の育成」。広島市初のユネスコスクール
認定校。2015 年度から広島市教育委員会「授業改善推進校（活
用型）」「生徒指導実践指定校」。

広島市立
古田中学校

校長　宮
みや

正
しょう

千鶴雄先生　　
生徒数　727人　学級数　22 学級（うち特別支援学級２）
URL　http://cms.edu.city.hiroshima.jp/weblog/index.
php?id=j1043

未来に
　つながる
学びの情景

生徒会では、学校近くにある森にな
ぞらえ、「古田の森」を合言葉に活
動を展開。一人ひとりが成長し、そ
れが集まってしっかりした森を築くこ
とを目指す。その決意を表すため、
１・２年生は自分の目標を、３年生
は後輩に伝えたいことを書き、そ
れを集めて1つのモチーフを形づく
る。

体育大会では、色群で競技種目も行い、
総合順位を決める。上級生が競技や応
援で頼もしくリードする姿に下級生は憧
れを抱き、上級生としてのあるべき姿を
学んでいく。

生徒の行動目標に「時を守り、場を清め、礼を正す」を掲げ、
あいさつ運動などを行う。無言清掃では、持ち場としっかり
向き合い、学びの場を磨き上げていく。

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）
を推進する同校では、１年生は「広島の
平和」、2年生は「日本の平和」、３年生
は「世界の平和」をテーマに探究学習を
行う。２年生の修学旅行では長崎を訪
問。班別行動では、事前学習をした上
で平和に関する場所を巡り、班ごとに調
べたことをまとめ、全校集会で報告する。

地元中学生と広島を訪れた外国人と平和へのメッセージを交換
する「平和のメッセージ交換事業」に参加。折り鶴の再生紙で
作られたカードには、英語で思いを書く生徒も大勢いた。

知識の構造化を通して
深い学びを実現し、
活躍できる人材育成を
國學院大學人間開発学部初等教育学科教授
田村　学 たむら・まなぶ

新潟大学教育学部卒業。専門はカリキュラム論など。新潟県公立学校教諭、
同県柏崎市教育委員会指導主事、文部科学省初等中等教育局教育課程課教
科調査官、同省同局視学官などを歴任。同省で新学習指導要領の作成に携わっ
た後、２０１７年度より現職。著書に『深い学び』（東洋館出版社）などがある。

１８８２（明治１５）年創設の皇典講究所を母体とする私立文系の総合大学。
本部を東京都渋谷区に置き、５学部１３学科、３研究科を擁する。教育目標
に「主体性を持ち、自立した『大人』の育成」を掲げる。

近 未 来 への 布 石 　教育委員会と連携した研修
田村教授は、全国各地の教育委員会と連携し、
「深い学びとは何か」といったテーマを中心に
研修会を行っている。神奈川県海老名市教育
委員会とも連携を図り、年に数回の研修を実
施。市内の小・中学校の教員研修では、代表
教員による研究授業の後、子どもを主体とす
る授業改善について全教員が検討し合い、田
村教授が講評・講演する活動を行っている。

教育研究者からのメッセージ

國學院大學プロフィール
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